
知財から見た長野県の観光（諏訪大社、雷電） 

長野県知財総合支援窓口 久保 順一 

 

１．はじめに 

 本年は７年に一度（６年周期）の諏訪大社御柱祭が開催されます。 

さらに、大相撲では長野県出身の御嶽海が優勝して大関に昇進する

とともに、江戸時代に活躍した長野県出身力士の雷電が話題になっ

ており、長野県の重要な観光資源のブランドの一つになっています。 

 そこで本稿では、諏訪大社と雷電ブランドについて、知財面から

調査と分析を行いましたのでお知らせします。 

 

２．長野県の観光客数と消費額（図１、２参照） 

 長野県の観光客数（図１上方の線、単位：万人）は、１９９１年

（平成３年）まで増え続け、その後減少が続いています。さらに、

観光消費額（図１下方の線、単位：億円）も同様の傾向を示しています（長野県観光部）。

但し、１９９８年は両者ともに増加しておりますが、長野オリンピック開催の効果と思

われます。また、善光寺御開帳は、１９９１年、１９９７年、２００３年、２００９年、

２０１６年、諏訪大社御柱祭は各翌年に行われていますが、それぞれの年の観光者数・

観光消費額共に一時的ではありますが増加していることが確認されます。このことは、

善光寺御開帳や諏訪大社御柱祭は、観光誘致に重要なブランドであることを示している

と解されます。併せて、図２に観光利用者数が多い観光地を列挙します。 

 

３．諏訪大社と商標登録 

（１）保有登録商標数（図３参照） 

 建造物が国宝とされる神社は全国に３６社（諸説あり）存在し、それぞれについて現
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図１ 観光者数と消費額

利用者数 観光消費額

図２ 観光利用者数上位（2020（R2）年） 

順位 観光地名 市町村名 

１ 軽井沢高原 軽井沢町 

２ 善光寺 長野市 

３ 上諏訪温泉・諏訪湖 諏訪市 

４ 志賀高原・北志賀高原 山ノ内町 

５ 白馬山麓 白馬村 

６ 霧ヶ峰高原 諏訪市 

７ 東白樺湖・白樺湖 立科町・茅野市 

８ 安曇野穂高温泉郷 安曇野市 

９ 戸隠高原 長野市 

10 蓼科 茅野市 

 



在保有する登録数を確認しました。 

 その結果、国宝の中で最も多く保有する神社は北野天満宮（京都府）で１４件、２位

が大崎八幡宮（宮城県）で７件でした。 

 対して諏訪大社は、２８１件です。念のため国宝に限らず全国の神社について幅広く

検索しましたが、やはり諏訪大社が圧倒的に多いことが確認されました。 

図３ 神社の保有登録商標数 

順位 神社名 件数 

１ 北野天満宮（京都） １４件 

２ 大崎八幡宮（宮城） ７ 

３ 春日大社（奈良） ３ 

４ 久能山東照宮（静岡） ２ 

― 出雲大社（島根） ０ 

― 仁科神明宮（長野） ０ 

― 諏訪大社 ２８１ 

 

（２）出願時期（図４参照） 

 登録された商標の出願時期を確認しました。出願件数が極端に多かった年は、１９８

９・１９９０年、１９９５・１９９６年、２０００年です。一方、諏訪大社御柱祭は、

１９８６年、１９９２年、１９９８年、２００４年であり、いずれも重複していない、

即ち、御柱祭の中間年に多くの商標出願がされたことが確認されました。しかし、現在

筆者は、なぜこのような出願が行われたかの理由や目的は把握できていません。 

（３）商標管理 

 外部の使用に対しては、神社内の規定に則って申請に基づく許可制が行われています。

このような許可制は定期的な新聞公告等によっても周知されています。そして、使用許

可の判断基準は、神社の尊厳を守ることが重要な要件であります。これにより、淫らな

使用や、下半身に使用する場合、汚れることが前提の品物等には許可をしていません。

また、模様として多数並列使用する場合も許可をしていません。 

 加えて、写真や映像等の使用についても申請書を提出していただき、同様の審査によ

る許可を必要としています。 

 これらは、神社の尊厳を守ることが目的であるとともに、諏訪大社を崇める氏子の意

思を尊重することも重要視されていると解されます。 

 

４．雷電と商標登録（図５参照） 

（１）雷電について 

雷電為右衛門（「雷電」と記載）は、江戸時代中期の１７６７年に現在の東御市滋野乙

大石に生まれ、大相撲の戦績２５４勝１０敗、勝率９割６分２厘という驚異的な強さを

誇りました（江戸時代は横綱制度無し。ちなみに、白鳳は８割４分６厘、大鵬は８割３

分８厘（数字はウィキペディアより））。 

（２）商標登録状況 
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図４ 諏訪大社商標出願時期



① 現在２８件が登録されています。 

② 商標登録は、１９５６年にスイス国の企業が登録したのを最初とし、その後１９７ 

４年に他県の企業が登録しています。長野県からは、１９７９年の酒類が最初で、全

国３番目です。その後、１９８６年には東京のゲーム機メーカーが登録しています。

１９９０年代に入ると若干増加傾向になります。 

③ 地元での状況は、東御市の業者が最初に出願を行なったのが２００４年であり、現 

在までに ３社５件＋１名１件（全体の２１％）が登録されています。 

（３）商品分類、類似群コード 

①商品分類数は、全体で１７個に対して、県内（東御市を含む）出願は７個で全体

の４１％、東御市内出願は５個で２９％でした。 

②類似群コード数についても確認したところ、全件のコード数の合計が５９個に対

して、県内出願は１５個で全体の２５％、東御市内出願は１０個で１７％でした。 

 

   図５ 雷電の商標登録状況 

  登録（現存） 商品分類 類似群コード 

件数 比率 区分数 比率 コード数 比率 

権 

利

者 

 

全国 ２８件 ― １７個 ― ５９個 ― 

県内 ９ ３２％ ７ ４１％ １５ ２５％ 

東御市内 ６ ２１％ ５ ２９％ １０ １７％ 

県外 １９ ６３％ １３ ７６％ ５５ ９３％ 

 

（４）上記の出願時期や登録状況から、「雷電」ブランドはあまり注目されていなかった

ことを示唆しています。雷電が歴史上著名な人物であり、かつ現在注目されていること

から、長野県や地元が早急に一層ブランド化（商標登録）に取り組むことに期待します。 

 

５．まとめ 

 長野県は、・宿泊施設数全国１位（平成２５年、厚生労働省）、・観光客が訪れる都道府

県（宿泊数）第９位、・観光で行きたい都道府県第１０位等であり、全国的観光県の一つ

であります。 

 しかし、３０年間観光客数や観光消費額の減少が続くと共に、２０２０年初からのコ

ロナ禍の影響により、さらに拍車が掛かっています。 

 これに対して、多くの関係事業者が改善に取組んでいます。観光地や宿泊施設の知名

度の向上（ブランド化）と共に、各土地の名産品と連動した土産品や、衣服・バッグ類、

食物、飲み物（日本酒・ワインを含む）の開発やブランド化に力を入れています。 

 長野県知財総合支援窓口は、知的財産面からこれらの前向きな活動とともにトラブル

の防止に尽力したいと考えています。知的財産権を切り口として、産業や経済の発展に

寄与すべく支援を行いますので、ご活用をお願い致します。 

（原稿作成２０２２年２月） 


